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1
月
21
日（
金
）田
原
市
役
所
で
、
災
害

事
案
報
告
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
方
式
で
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
7
月
に
静
岡
県
熱

海
市
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害
の
際
に
、

本
市
と
同
じ
く
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

出
動
し
た
岡
崎
市
消
防
本
部
と
合
同
で

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
現
場
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
、
岡
崎
市
消
防
本
部
と
の
連
携

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

１
月
28
日（
金
）田
原
文
化
会
館
で「
第

44
回
東
三
河
地
区
消
防
職
員
意
見
発
表

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
発
表
会
は
、
東
三
河
地
区
の

消
防
職
員
が
日
ご
ろ
の
業
務
に
対
す
る
問

題
点
な
ど
を
考
察
し
、
こ
れ
か
ら
の
消
防

業
務
の
あ
る
べ
き
姿
や
職
務
に
お
い
て
の

提
案
、
取
り
組
み
を
発
表
す
る
場
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
昨
年

同
様
、
感
染
症
対
策
と
し
て
無
観
客
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
原
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
小
林
拓た

く
や矢

消
防
士
長
、
生
川
大だ

い
栄え

消
防
士
の
2
名
が

出
場
し
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
中
に
お
け
る
市
内
の
火
災
・

救
急
・
救
助
事
案
の
出
動
件
数
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
火
災
出
動
件
数
は
21
件
、

救
急
出
動
件
数
は
２
１
５
３
件
、
救
助
出

動
件
数
は
33
件
で
し
た
。
前
年
よ
り
火
災

出
動
件
数
は
3
件
増
、
救
急
出
動
件
数
は

61
件
増
、
救
助
出
動
件
数
は
7
件
減
で
し

た
。

▼
消
防
署　
☎
23‐４
０
７
５

　
令
和
３
年
12
月
24
日（
金
）に
田
原
市
消

防
署
で
、
新
規
採
用
職
員
合
同
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
訓
練
に
参
加
し
た
職
員
は
、
令
和

３
年
4
月
に
採
用
さ
れ
、
尾
張
旭
市
に
あ

る
愛
知
県
消
防
学
校
で
半
年
間
に
わ
た
る

初
任
科
教
育
を
修
了
。
10
月
か
ら
本
市
に

戻
り
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
職
員
ら
の
両
親
を
招
待
し
、
訓

練
の
様
子
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く

成
長
し
た
若
手
職
員
と
共
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

火　災 救　急 救　助
種別 R3年 前年比 種別 R3年 前年比 種別 R3年 前年比
建物 11 1 急病 1442 5 交通事故 10 △ 2
車両 2 2 一般負傷 348 33 水難事故 5 △ 3
船舶 2 1 交通事故 121 2 機械事故 4 3
林野 0 0 労働事故 37 3 火災 1 0

その他 6 △ 1 その他 205 18 その他 13 △ 5
合計 21 3 合計 2153 61 合計 33 △７

▪田原市管内の出動件数（令和３年消防統計） ※△は減少

◦訓練の様子

◦災害事案報告会の様子

消
防
統
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令
和
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年
）
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